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「令和８年度 部活動地域展開改革実行期間(前期)へ」 

～ ～  令和７年度補正予算・令和８年度予算から読み解く ～ ～ 

 

 

グンマ未来地域クラブ活動レター(第２４号) 

 

【令和７年度補正予算８２億円・令和８年度予算案５７億円  合計１３９億円でスタートダッシュへ】 

 令和７年度までの改革推進期間を３月末で終了し、いよいよ令和８年度から改革実行期間となります。国としての

支援方法も今までの「委託金」から「補助金」に変わります。令和８年度以降は、群馬県も市町村も本気で改革する

姿勢を試される予算となっていることを感じます。私は、国立大学の事務部の管理職として１５年間経験している者

として「国の予算はどのように活用するのか知恵を出して活用した者勝ち」ということを体験しています。 

 令和８年度については、国として１３９億円を用意し、様々な事項に対応できるように財務省から獲得しています。

これを有益に使用するためにどのような知恵が必要なのか、上記のポンチ絵から何を読み解いて、群馬県としてま

た、市町村としてどのように活用するのかについて、総括コーディネーターとして皆さんと一緒に考えていきます。 

 「今後、学校を中心とした部活動に戻ることはない」ことだけは鮮明になった予算ということは明言できます。 

群馬県として実施するべきこと、市町村毎で実施するべきことを明確にしてそれぞれの役割を着実に果たすこと

が必要となります。送迎の課題は、国交省とスポーツ庁が一緒になって解決するための手段を提案しています。民

間活力を活かすためには産業界の協力が必要です。そのために、群馬県も市町村も一部の部局だけで部活動地域

展開業務を行うことなく、様々な部局が協力し合ってそれぞれの省庁が用意した予算を有益に使用し、そのうえで、

民間企業の方々からの協力を要請することが大切になります。民間企業からの協力は、財源だけではなく、指導者

派遣、物品の寄付等、様々なことが考えられます。行政職として出せる知恵を出し合いましょう。 
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Ⅰ 部活動の地域展開等の推進事業 

(1) 部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進(補助金) 

① 休日の地域クラブ活動の活動費等の支援 

この項目は、令和 5 年度～令和 7 年度実証事業として実施して来た項目です。そのため、国、都道府県、 

市区町村各 1/3 の負担となっています。 

② 経済的困窮世帯の生徒への支援 

この項目は、生活保護費と同等の扱いとなり国と都道府県・市区町村 1/2 負担です。 

③ 推進体制の整備等 

この項目についても令和 5 年度～令和 7 年度実証事業として実施して来た項目です。そのため、国、都

道府県、市区町村各 1/3 の負担となっています。 

 都道府県として、市町村として応分の負担をして持続可能な予算として進める方針とする必要があります。 

(2) 平日を含めた地域展開等の加速のための重点課題への対応(補助金) 

この項目は、補助金ですが国の負担が 10/10 となります。この補助金を活用するためには、民間企業、大学

等との連携が不可欠になります。また、県スポーツ協会、県パラスポーツ協会にも協力していただく必要が

あります。しかし、補助率 10/10 という利点をどのように活かすのか?知恵を出すことが重要な項目です。 

(3) 中学校における部活動指導員の配置支援(補助金) 

この項目は、従前同様です。しかし、部活動指導員制度がいつまで継続される予算になるのか不透明であ

り、部活動の地域展開の足掛かり的な予算項目と理解していただきたい項目です。 

(4) 地方公共団体への伴走支援と安全安心・質の高い指導の担保等(委託金) 

この項目の中には、アドバイザー制度が含まれていると考えられます。また、リスクマネージメントをはじめと

する手引書の作成等に活用できます。また、中山間地で指導者が不足する地域には動画を活用する方法等

の手引書の作成、動画作成について活用できます。 

Ⅱ 地域における新たなスポーツ環境の構築等 

 この項目は、質の高い指導者の養成のために必要な研修会、講習会を実施するために用意された予算です。 

 特に、暴言暴力に始まり、セクハラ、パワハラの問題は依然となくなることがありません。社会的にも大きな問

題で、地域クラブ活動が安心安全で持続可能な活動になるためには絶対必要条件になることから、様々な研修

会が必要と考えます。また、総合型地域スポーツクラブ、大学、スポーツ少年団と連携して地域にあった運営団

体を構築するために必要な研修会、講習会を実施するために活用する予算となります。 

 このことについては、群馬県として県スポーツ協会と県パラスポーツ協会の協力も得ながら様々な研修会を検

討する必要があると理解しています。いろいろな立場の人達が一致団結して行動しましょう。 


